
高知県学校安全総合支援事業

（高知県実践的防災教育推進事業・高知県安全教育推進事業）実施方針

１．実施方針
モデル地域では、市町村教育委員会を中心として、以下のような取組を拠点校とモデル地域内の

学校とが連携して実践し、学校安全担当教員を通じて、各学校の取組等を共有する等、モデル地域

全体での学校安全体制を構築する。

２．拠点校における具体的な実施内容

（１）安全教育・安全管理の効果的な実践

①研究体制の整備

・中核となる教職員（学校安全担当教員）の位置付けと役割の明確化及び実践

・地域や関係機関及びモデル地域の学校（園）等との実践委員会の立ち上げ、開催

②目標設定と指導計画の作成

・児童生徒等に育成する安全に関する資質・能力を検討し、目標を設定、安全教育全体計画に反映

・「安全教育全体計画」「学校安全計画」に基づく計画的な実施

③具体的な実践

・「危機管理マニュアル（学校防災マニュアル）」の保護者・地域・関係機関等への周知、訓練等

を踏まえた改善等による安全管理の徹底

・「高知県安全教育プログラム」に基づく実践

・様々な場面や状況を設定した多様な訓練の実施

・安全マップづくりを通した、探求的な学習の実施

・積極的な授業公開や活動発表会等による情報発信 全校研究授業

※外部有識者による指導助言など専門的知見の活用や先進校等視察

④取組の検証

・目標の達成状況を測る成果指標の設定と実践、検証

・児童生徒及び保護者に対する、事前・事後アンケート等による意識の変容の把握・分析

・多様な方法による評価・分析（面接法や観察法、ポートフォリオ、作文、作品、話し合い等）

⑤普及・啓発

・実践発表の機会の設定

・県主催の推進委員会における、事業計画や進捗状況、取組成果等の報告・発表

・県主催の研修会等での実践報告書での発表

・ＨＰ、学校通信、広報誌等を活用した実践事例の発信

（２）地域や関係機関等との連携推進

・保護者、地域、関係機関、近隣校（園）等と連携した取組

・合同学習会や合同避難訓練を含む安全教育参観日等、家庭への啓発活動 等


